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“6 つの方針”と“16 のﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ”
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1.はじめに

課題の一つでありました地域における特養ﾎｰﾑ不足については、県・市への継続要望

の結果、今年度より30床増床することができました。入居希望者の人数から見れば、ま

だまだ十分な床数ではありませんが、地域のみなさまの暮らしの支えになれればと思っ

ております。

さらに今後を見通してみると、団塊の世代 Jr.が 65歳になる 2040年・・・。

今後、鈴鹿市の65歳以上人口は、約 13,000 人増加する(うち約 9,200 人が 75

歳以上)と予測されています。

その一方で、支え手(生産年齢人口)は、約24,000人減少すると予測されています。

【鈴鹿市「鈴鹿市人口ﾋﾞｼﾞｮﾝ」(2016年 3 月)を参考】

超高齢化・生産年齢人口急減社会の中で、介護保険制度の「持続」と介護ｻｰﾋﾞｽの「質

の向上」という相矛盾するこの 2 つの課題に対して、我が国は世界で初めて挑戦してい

くことになります。

それらの課題をｸﾘｱするための方法の一つに「生産性向上」があります。

しかしながら、このような社会構造の中で生産性の向上を進めるにあたっては、「経営

資源や業務を追加する」一方で、「何かを整理しなければならない」という選択が必要と

なります。

そのため、ｻｰﾋﾞｽの質の向上を図るには「できない」を「できる」に転換できる方法を併

せて検討し、計画立てて実践することがﾎﾟｲﾝﾄになると考えております。

また、当法人の中期経営計画(2018.4-2021.3)について、期の途中ではあります

が、急激な情勢の変化を踏まえ、「中期経営ﾋﾞｼﾞｮﾝ(2020.4-2023.3)」を前倒して策

定いたしました。

日々、進化するﾃｸﾉﾛｼﾞｰを利活用し、社会構造の変化に対応し得る取組を進め、”地域

に信頼されるべき存在であり続ける”ことができるように引き続き努力を重ねてまいり

ます。

令和2年4月 1日

社会福祉法人 鈴鹿福祉会

理事長 中村 敏
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2.理念・方針等

▶経営理念：

▶行動指針： 「気持ちをかたちに」

～こころづかいを地域のみなさまに～ ～思いやりを地域のみなさまに～

▶行動方針： 「ｽﾀｯﾌひとりひとりが「新たな目標」に向かい、ﾁｬﾚﾝｼﾞしていきます。」

▶採用方針： わたしたちと一緒に“鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ”をﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟしてくれる人

▶育成方針： 「まなぶ風土」の醸成と「互いに努力を認め合える文化」の構築により、

「働きがいのある魅力的な職場」の形成と「豊かな人材」の育成を図ります

▶「みえ働きやすい介護職場取組宣言」目標(衛生委員会目標)：

｢働き方を改善して、仕事と家庭の両立を図る｣

▶中期経営計画ﾋﾞｼﾞｮﾝ〈2020.4-2023.3〉：

“ＫＡＩＧＯ × ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（※）”

～超高齢化社会・生産年齢人口急減社会にあっても、

地域の皆様に高品質のｻｰﾋﾞｽをお届けするために～

▶令和2年度（2020年度）事業計画目標：

“6 つの方針”と“16 のﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ”

～ﾜﾝ＆ｵﾝﾘｰの先進的事業所として、高品質のKAIGOｻｰﾋﾞｽをお届けします～

(※)

① 特定の分野における知識の実用化であり、知識の実用化によって

もたらされる能力

➁ ①によって作り出された機械や道具も指す

➂ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｿﾌﾄｳｪｱやﾋﾞｼﾞﾈｽ手法

➃ 文化を生み出す活動、あるいは文化を変化させる活動

(引用・参考：Wikipedia)
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3.これまでの歩みと今年度の主な取り組み

2014 ・ 2015 年度(平成26 ・ 27年度) ■主な取り組み：「新しいことに取り組む風土の構築」

➀個室ﾕﾆｯﾄ化新築・増築・改築／➁ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの開設／➂人事考課制度・目標管理制度導入／④外部機関に

よる会計監査（毎月）／⑤経営理念等の浸透

ﾎｯﾌﾟ

2016年度(平成28年度) ■主な取り組み：「ICT ・ﾛﾎﾞｯﾄ・機器の整備」

➀ﾀﾌﾞﾚｯﾄによる看護介護記録「ﾓﾊﾞｲﾀﾙくん」導入／②装着型移乗支援ﾛﾎﾞｯﾄ「HAL® 」、非装着型移乗支援ﾛ

ﾎﾞｯﾄ「i-PAL」､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾛﾎﾞｯﾄ「ﾒﾝﾀﾙｺﾐｯﾄﾛﾎﾞ・ﾊﾟﾛ」導入／③ﾘﾌﾄ浴「つるべ―FR2」導入／④みえ福祉ｻｰﾋﾞ

ｽ第三者評価受審(特養)／➄中期経営計画(2016-2018)の策定／➅研究大会発表（2 年連続（東海北陸

ﾌﾞﾛｯｸ））

ｽﾃｯﾌﾟ

2017年度(平成29年度) ■主な取り組み：「ICT ・ﾛﾎﾞｯﾄ・機器の整備加速化」「予防・健康づくり」

➀装着型移乗支援ﾛﾎﾞｯﾄ「ﾏｯｽﾙｽｰﾂ」、見守り支援ﾛﾎﾞｯﾄ「眠りSCAN」導入／➁HURｽﾏｰﾄﾀｯﾁ、redcord®、ｱ

ｼｽﾄｳｫｰｶｰ、ﾘｶﾝﾍﾞﾝﾄﾊﾞｲｸ導入／➂ﾘﾌﾄ浴「つるべ―FR2」、床走行式ﾘﾌﾄ「KQ-781」(増設)、膀胱用超音波画

像診断装置「ﾘﾘｱﾑα-200」導入／➃みえ福祉ｻｰﾋﾞｽ第三者評価受審(ﾃﾞｲ)／➄研究大会発表（3 年連続（全

国・東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ））／➅ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ10 万ﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭｰ達成

ｼﾞｬﾝﾌﾟ

2018年度(平成30年度) ■主な取り組み：「外部の評価」

➀三重県「みえ働きやすい介護職場取組宣言事業所」第 1 回第 1 号証明／➁みえ介護ﾌｪｱ2018：ﾏｯｽﾙｽｰﾂ

紹介担当、「みえ働きやすい介護職場取組宣言事業所」にかかる取組報告／➂音声入力ｿﾌﾄ導入／➃中期

経営計画(2018.4-2021.3)の策定／➄研究大会発表（4 年連続（全国・東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ）／➅ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ2

年連続 10 万ﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭｰ達成

実装・拡張

2019年度(平成31年度・令和元年度)■主な取り組み：「ICT 関連ｲﾝﾌﾗ整備」「外部発信」

☆天皇誕生日に際して、天皇陛下から令和元年度優良民間社会福祉施設として御下賜金を拝領

➀介護保険請求・介護ｿﾌﾄの更新（ﾜｲｽﾞﾏﾝ・ BlueOcean）・ｸﾗｳﾄﾞ化、全部署 ICT 化完了／➁全館 Wifi 環

境の整備／➂ｲﾝｶﾑの導入（DS ・ SS）／➃眠り SCAN の増設（SS）／➄介護ﾌｪｱ2019 における ICT ・ﾛﾎﾞ

ｯﾄﾌﾞｰｽ、ｽﾃｰｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを担当／⑥介護ﾛﾎﾞｯﾄ普及啓発事業におけるﾊﾞﾈﾗｰ登壇／⑦三重県医療保健部ﾗｲﾌｲ

ﾉﾍﾞｰｼｮﾝ課との連携／⑧ﾓﾊﾞｲﾙWifiﾙｰﾀｰの使用による外部での記録開始／➈NAS による情報共有／➉予

防・健康づくり加速化／⑪研究大会発表（5年連続（東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ））／⑫ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ3年連続10万ﾍﾟｰｼﾞﾋﾞ

ｭｰ達成

進 化

2020 年度(令和 2 年度)■主な取り組み：「ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑづくり（IoT 化推進）」「再充実・再拡張」

➀非装着型移乗支援ﾛﾎﾞｯﾄ「SASUKE」、見守り支援ﾛﾎﾞｯﾄ「Neos+Care」導入に向けて／➁体力測定ﾃﾞ

ﾊﾞｲｽ「Moffﾊﾞﾝﾄﾞ」、排泄予測ﾃﾞﾊﾞｲｽ「DFree」導入に向けて／➂ﾓﾊﾞｲﾙWifiﾙｰﾀｰの活用／➃人材育成の個

別化／➄中期経営計画(2020.4-2023.3)ﾋﾞｼﾞｮﾝの策定／⑥質の向上・見える化への取組／⑦情報共

有の効率化／➇DWAT への参画／➈研究大会発表予定

2040 年



鈴鹿福祉会 令和 2 年度(2020 年度)事業計画 5

4. “6つの方針”と“16のﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ”

“6 つの方針”

“地域に信頼されるべき存在であり続けるために”

〜超高齢化・生産年齢人口急減社会に向かって、質の向上と効率化（生産性向上）の調和を図る〜

Ⅰ.組織人としての素養の

具有

➣人事考課制度・目標管理制

度における評価指標、透明

性の高い評価ｼｽﾃﾑ

Ⅱ.理論と根拠に基づいた

ｻｰﾋﾞｽ提供

➣科学的・医学的知見やﾃﾞｰ

ﾀ、研修受講等によって学

んだ知識を用いた業務

Ⅲ.ﾃｸﾉﾛｼﾞｰの利活用

➣ICT ・ﾛﾎﾞｯﾄ・機器・AI の利

活用（最終目標:IoT 化）

Ⅳ.業務の分担化

➣高年齢者・障がい者・就労

が困難な方、介護未経験者

等の雇用推進

Ⅴ.見える化の徹底

➣ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや広報誌、事例報

告等により、積極的に中身

や魅力を発信

Ⅵ.ﾕｰﾓｱのある職場形成

➣しっかりとした知識・技術

の中にも、明るくﾕｰﾓｱのあ

る職場風土

“16のﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ”

(1)口腔ｹｱ

➣「口から

食べるこ

と」の維持・継続を

目指したｹｱを実施

します

(5)機能訓練・生活ﾘﾊ

ﾋﾞﾘ(歩行含む)・介

護予防・健康づくり

➣「機能の維持・回復」「介

護予防」「健康づ

くり」を進めます

(9)ﾕﾆｯﾄｹｱ

➣「1 日 24 時間の生

活」をｻﾎﾟｰﾄし

ます

(13)非常災害対策

➣ 「福祉避難所運営」

「D-WAT 参

画」に向けて

行動します

(10)連携・共生・貢

献

➣「地域連携」「医療連

携」「多職種連携」「多

業種連携」「地域との

共生」を図

ります

➣「地域に貢

献」します

(14)ICT(情報通

信技術)・ﾛﾎﾞｯﾄ・

機器(ﾉｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞｹ

ｱを含む)

➣「ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ」

を利活用

したｹｱを行います

(2)水分・栄養ｹｱ

➣「口から

食べるこ

と」「楽しみ」を大

切にしたｹｱを行い

ます

(6)床ずれｹｱ

➣「発生予防」「悪化防止」

「改善」ｹｱを行

います

(7)看取りｹｱ

➣「終末期」を多職種でｻ

ﾎﾟｰﾄします
(3)排せつｹｱ

➣「気持ちよく」「尊

厳が保たれた」ｹｱ

を行い

ます

(15)人材育成・活用

➣育成と「介護業務の分

担・細分化」、

「 働 き 方 改

革」を進めま

す

(11)拘束ｾﾞﾛ

➣「身体的拘束は原則

ｾﾞﾛ」とし

ます

(8)ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

➣「PDCAｻｲｸ

ﾙ」に基づい

た 「 活 動 」

「参加」に配慮したご本

人視点のﾌﾟﾗﾝを共につ

くります

(4)認知症ｹｱ

➣「医学的・科学的知

見を踏まえた」ｹｱ

を行いま

す

(12)経営ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

➣「経営の 4 資源」の適

正管理・効果的な資

本投下を行い

ます

(16)中身の見える化

➣「透明性の高い」運営

を行い

ます
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法人運営

■目 標：“よいことは継続し、そうでないことはダイナミックに改善する”

■取 組：

ﾁｬﾚﾝｼﾞ･

ｱｸｼｮﾝ

(12)

経営ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

～理念に基づいた経営～

(15)

人材育成・活用

(10)

連携・共生・貢

献

(14)

ICT(情報通信

技術)・ﾛﾎﾞｯﾄ・

機器(ﾉｰﾘﾌﾃｨﾝ

ｸﾞｹｱを含む)

毎月 ■幹部会議・月例会等の開催

■外部会計監査の実施

■社会保険労務士労務顧問

契約

■職場の環境整備・

働 き 方 の 改 善

(「みえ働きやす

い介護職場取組

宣言」内容)

■採用活動の推進

(就職ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ･ﾌｪ

ｱ等)

■就労の機会の創

出（業務切り分け

等）

■ﾎﾞ ﾗﾝ ﾃ ｨ ｱ ・実習

生・職場体験等

の受け入れ推進

■育成活動(研修受

講・学びの機会・

個別育成計画・他

職種・他業種との

意見交換の機会・

ｽﾀｯﾌ向けﾒﾙﾏｶﾞ、

NAS（ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾀｯ

ﾁﾄｽﾄﾚｰｼﾞ／ﾈｯﾄﾜｰ

ｸ接続ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ）

等を利活用した

情報提供)

■研究報告・事例報

告の推進

■委員派遣・講師派

遣

■衛生委員会の開

催

■予防・健康づく

り・介護相談

■ 障 が い 者 雇

用、高年齢者

雇用等の推進

（業務分担の

推進）

■低所得者等に

対する支援

■認知症高齢者

に対する支援

■地域見守り・

啓発活動の継

続

■その他地域に

おける公益的

活動

■外部機関との

連携促進

■ICT ・ﾛﾎﾞｯﾄ・ｲﾝｶ

ﾑ・機器・ AI 等の

導入・利活用・効

果検証の推進

■ＩｏＴ化向けた取

り組み

■ﾆｰｽﾞ側(介護現

場)からｼｰｽﾞ側

(開発・研究部門)

への情報発信、

意見交換

■抱えない介護の

推進

■啓発活動

通年 ■ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ(介護事故防

止・身体拘束廃止・非常災

害対策・防犯対策等)

■地域に不足している事業

の創出

■臨時理事会・評議員会の開

催

4月 ■外国介護人材に関する情

報収集

5月 ■創立 27 周年記念行事(9

日)

■理事会

6月 ■評議員会

■人事考課(上期)

(16)

中身の見える化

8月 ■職員健康診断

8 月～9 月 ■ｱﾝｹｰﾄの実施(家族・職員) ■情報発信（ﾎｰﾑﾍﾟ

ｰｼﾞ・ﾆｭｰｽﾚﾀｰ等）

■見学・体験等の

受け入れの推進

■SDGs(持続可

能な開発目標)

に向けた取組

■ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの改善

(目標:15 万ﾍﾟｰ

ｼﾞﾋﾞｭｰ)

9月 ■敬老祝賀会(21 日)

11 月 ■特養取組報告会・地域報告

会／家族懇談会【ｸﾞﾘｰﾝの

秋まつりから変更】

■ｽﾀｯﾌ目標設定

■ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種

12月 ■人事考課(下期)

■ｸﾘｽﾏｽ会（19 日)

2月 ■職員健康診断

3月 ■理事会

■評議員会
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特別養護老人ﾎｰﾑ 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 【第一種社会福祉事業】

■特養係目標：“ﾁｰﾑｹｱ（多職種連携）でﾜﾝﾁｰﾑ（ONE TEAM）

～みんなでﾌﾟﾗｲﾄﾞを持って、質の高いｹｱに取り組もう！～”

■取 組：

ﾁｬﾚﾝ

ｼﾞ･

ｱｸｼｮﾝ

(15)人材育

成・活用

(⑭と連動)

※各月の計画は、

医務係・総務係

栄養調理部門・

短期入所も実

施

(14)ICT（情報

通信技術）ﾛﾎﾞｯ

ﾄ・機器（ﾉｰﾘﾌﾃｨ

ﾝｸﾞｹｱを含む）

(9)ﾕﾆｯﾄｹｱ (16)中身の見

える化

※ 各 月 の 計 画

は、医務係・総

務係栄養調理

部門・短期入

所も実施

(13)非常災害

対策

※各月の計画は、

医務係・総務係

栄養調理部門・

短期入所も実

施

通年 ■歯科衛生士よ

り技術・ﾎﾟｲﾝﾄ

指導(毎月)

■働き方改革の

推進

■施設外研修へ

の個別参加促

進(→ｽﾀｯﾌへの

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ)

■施設内研修会、

勉強会の開催

(ｽﾀｯﾌの技術や

考え方、やる気

向上)

■適切な人材配

置、人事交流（ﾕ

ﾆｯﾄ間異動等）

■ｽﾀｯﾌの離職率の

低下、ﾘｸﾙｰﾄ（人材

確保）効果、他施

設への情報発信

■各種ｲﾍﾞﾝﾄ等にお

ける情報発信

■透明性の高い

部署、ﾕﾆｯﾄ内

の運営

■ﾕﾆｯﾄ会議(毎

月)

■業務改善会議

【ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ会

議】(毎月)

■ﾕﾆｯﾄｹｱﾁｪｯｸﾘｽ

ﾄに基づいた

運営

■ﾕﾆｯﾄ費の活用

■情報発信（ﾎｰﾑ

ﾍﾟｰｼﾞ・ﾆｭｰｽﾚﾀ

ｰ等）

■方針・研修案

内資料・最新

情報等の共有

(※NAS、ﾒｰﾙ

ｼｽﾃﾑ等の活用

を含む)

■面会、介護相

談員、見学、

職場体験、ﾎﾞﾗ

ﾝﾃｨｱ、移動販

売等、来訪者

の増加

■ｲﾝｶﾑの日常使用

■「福祉避難所運

営」「DWAT 参

画」向けた行動

■災害時要援護

者に配慮した

避難所運営・被

災地派遣活動

ができるよう

に日頃から心

構えと知識、体

制を強化(定期

的な研修会、勉

強会)

【ICT】

■介護ｿﾌﾄの活用

■ｹｱ記録の共有化・

効率化向上

■各数値などのﾃﾞｰ

ﾀ等による根拠に

基づいた介護の

実践

■外部における記

録業務

■ﾛﾎﾞｯﾄ･機器との

連動(IoT 化)

【ﾛﾎﾞｯﾄ･機器】

■要介護者と介護ｽ

ﾀｯﾌの双方に優し

いｹｱ方法の実践

（ﾉｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞｹｱ等）

4 月 ■新入職員研修 ■ｲﾝｶﾑ導入

■介護看護記録ｼｽﾃ

ﾑとの連携

■消防訓練
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5 月 ■創立 27 周年

記 念 行 事 (9

日)【家族懇談

会】

■消防用設備等

法定点検

6 月 ■人事考課＋ｽﾀｯ

ﾌ面談の実施

■身体拘束適正

化研修

7 月 ■研究大会等での

先進的事例取組

報告

■研究大会等で

の先進的事例

取組報告

8 月 ■ｱﾝｹｰﾄの実施

(家族・職員)

9 月 ■消防訓練

10 月 ■ 図 上 訓 練 ･

HUG

11 月 ■ｽﾀｯﾌ目標設定 ■特養取組報告会・

地域報告会／家

族懇談会

■特養取組報告

会・地域報告

会／家族懇談

会

■消防用設備等

法定点検

12 月 ■人事考課＋ｽﾀｯ

ﾌ面談の実施

■身体拘束適正

化研修

■ｸﾘｽﾏｽ会（19

日)【家族懇談

会】

1 月 ■非装着型移乗支

援ﾛﾎﾞｯﾄ・見守り

支援ﾛﾎﾞｯﾄ導入

■次年度事業計

画ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮ

ﾝ

3 月 ■安全運転ｾﾐﾅｰ、

腰痛予防ｾﾐﾅｰ

■事業所評価

※入居判定委員会（少なくとも 3 月毎又は必要な都度開催）
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【各ﾕﾆｯﾄの取り組み（ﾕﾆｯﾄ運営計画の「ﾀｰｹﾞｯﾄ（ねらい）」欄を記載しています／取組の詳細はﾎｰﾑ

ﾍﾟｰｼﾞ又は各ﾕﾆｯﾄ玄関設置の冊子をご覧ください）

■こすもすﾕﾆｯﾄ（特養）

➣介護看護記録ｼｽﾃﾑ(ﾌﾞﾙｰｵｰｼｬﾝ)を活用し、情報の整理と書類の削減及びｹｱの統一を図る

➣活動・参加の項目に該当するご入居者の生活の充実をする事で、生活の質の向上を目指す

➣ﾕﾆｯﾄからの外出を推奨し、ご入居者が自分の意志で外出したりできる体制を作る

➣ご家族への状況連絡を密にとり、入居者の状況や必要なものなどが家族様にわかりやすい体

制をつくる

➣ﾄｲﾚでの排せつを促進し、QOL の向上を目指す

➣認知症の改善に資するｹｱに関してｽﾀｯﾌの理解を深めて実践する

➣人生会議（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ･ｹｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ）に関してﾕﾆｯﾄにて勉強会を行い、ｽﾀｯﾌの理解を深め、ご入居者・ご家族に

満足の行く最期を過ごしていただく

➣非常災害対策の「福祉避難所運営」に関して理解を深めると共に、実践的に訓練をする機会を持つ

➣移乗支援ﾛﾎﾞｯﾄ（SASUKE、HAL)、床走行式ﾘﾌﾄ、ｲﾝｶﾑなどを用いてｽﾀｯﾌ、ご入居者の負担が少なくなるｹｱ

の提供と活用するための試行をする

➣施設外研修をｽﾀｯﾌが受講し知識や技術の向上と共に仕事に対するﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝｱｯﾌﾟに繋げる

➣こすもすﾕﾆｯﾄにて勤務している周辺業務担当者に、協力ﾕﾆｯﾄを含めての担当する事で、人材の有効活用を

する

➣ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでの発信（ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより）を各ｽﾀｯﾌがそれぞれ発信することで見える化を進める

■ひまわりﾕﾆｯﾄ（特養）

➣ｽﾀｯﾌひとり一人がﾕﾆｯﾄ型特養ﾎｰﾑの在り方を理解し、法人理念に沿ったｹｱを行うことができる

➣ご入居者の希望に沿い音楽を楽しむ会への参加などの趣味の活動を行うことで日常生活動作の維持、生

活の質の向上につなげるとともに生活に楽しみを持つことができるｹｱを提供する

➣入居者が希望時に外出出来るよう支援する

➣一年の節句や年中行事に応じたおやつを召し上がっていただき、食への意欲を向上するとともに季節を感

じていただくことで認知症ｹｱ(特に見当識障害へのｱﾌﾟﾛｰﾁ)につなげる

➣ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ･ｹｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞについて理解し、実践することで“いい最期だった”と感じられるｹｱを提供する／看取

り後に偲びのｶﾝﾌｧﾚﾝｽを開催する

➣非常災害対策についてｽﾀｯﾌひとり一人が理解し、ｹｱを行うことができる

➣ご入居者のｹｱ方法を介護看護記録ｼｽﾃﾑ(ﾌﾞﾙｰｵｰｼｬﾝ)の 24 時間ｼｰﾄに反映させ、ｹｱの内容、

方法が誰にでもわかり、実施できるようにする

➣ｽﾀｯﾌの適正に応じた業務を割り振ることで業務を効率化するとともにｽﾀｯﾌひとり一人のｽｷﾙ の

向上や仕事に対する自信に繋げる

■けやきﾕﾆｯﾄ（特養）運営計画

➣法人理念及び老人福祉法第 33 条をﾕﾆｯﾄｽﾀｯﾌが理解をした上で介護業務にあたる

➣介護看護記録ｼｽﾃﾑ(ﾌﾞﾙｰｵｰｼｬﾝ)を活用し、情報の整理と書類の削減及びｹｱの統一を図る

➣椅子の高さを必要に応じて調整し、正しい姿勢で椅子に座って食事できる環境を用意する

➣入居に際し、ご家族へ持ち込みの家具や個人持ちの食器等を用意していただく事で、自分の住まいとご入

居者が思える環境づくりを進める



鈴鹿福祉会 令和 2 年度(2020 年度)事業計画 10

➣布ﾊﾟﾝﾂの利用を促進する

➣排せつをご入居者個人の能力に合わせてできるだけﾄｲﾚでの排せつをしていただく

➣煮炊きのできるｷｯﾁﾝを用意し、ご入居者がいつでも利用できる環境をつくる

➣入浴に関して、個々のﾃﾞｰﾀをｽﾀｯﾌが把握し、ｽﾀｯﾌによる差がなく入浴をご入居者に行っていただく

➣ﾕﾆｯﾄからの外出を推奨し、ご入居者が自分の意志で外出したりできる体制を作る

➣認知症の改善に資するｹｱに関して勉強会を行い、実践する

➣看取りに関してｽﾀｯﾌの知識や理解を高めて、入居者にその人らしい最期を過ごしていただけ

る環境をつくる

➣非常災害時の対応に関して、ｽﾀｯﾌに周知を図り有事の際に的確な判断ができるようにする

➣ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでﾕﾆｯﾄ内の情報を発信し、家族様や地域の皆様への見える化を進める

■さくらﾕﾆｯﾄ（特養）

➣法人理念を基盤とした観念やｹｱの徹底

➣その時の入居者の状態に合わせたｹｱを提供する／全ｽﾀｯﾌが統一したｹｱを提供できる

➣入浴の仕方や好みを把握し希望に添える対応をする

➣業務の分担化

➣移乗支援ﾛﾎﾞｯﾄ(ﾏｯｽﾙｽｰﾂ)とｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞの活用／ﾉｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞによる移乗支援

➣非常災害対策

➣更なる高みへ質の向上「認知症ｹｱ」

■すずらんﾕﾆｯﾄ（特養）

➣その時の入居者の状態に合わせたｹｱを提供する／全ｽﾀｯﾌが統一したｹｱを提供できる

➣昼間の活動を提供し夜間良眠できる／いつも見る顔ではない人と社会的関係をつくることで楽しみが増

える

➣ご入居者の入浴方法の一覧表を作成し、ｽﾀｯﾌによる入浴での介助の差異をなくす

➣ご入居者の状態を面会時にﾕﾆｯﾄｽﾀｯﾌから伝えることで信頼関係を築く／家族の意見などもしっかり聞き

取ることで家族満足度の向上を図る／『また来たい』と思ってもらえる対応をすることで面会回数が増える

➣ﾕﾆｯﾄ内の情報を確実に周知させる

➣美味しく食事をとるには口腔内の環境を知る／口腔ｹｱで誤嚥性肺炎の予防ができる

➣美味しく、自ら食べて飲む環境をつくる

➣ご入居者のできることを奪わない環境づくり

➣ご入居者、ｽﾀｯﾌの負担が軽減され、安心したｹｱができる

➣ｽﾀｯﾌの無駄な動きが減る

➣ﾕﾆｯﾄｽﾀｯﾌとこまめにｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとり話しやすい雰囲気をつくる

■すみれﾕﾆｯﾄ（特養）

➣その時の入居者の状態に合わせたｹｱを提供する／全ｽﾀｯﾌが統一したｹｱを提供できる

➣昼間の活動を提供し夜間良眠できる／いつも見る顔ではない人と社会的関係をつくることで楽しみが増

える

➣ご入居者の入浴方法の一覧表を作成し、ｽﾀｯﾌによる入浴での介助の差異をなくす
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➣ご入居者の状態を面会時にﾕﾆｯﾄｽﾀｯﾌから伝えることで信頼関係を築く／ご家族の意見などもしっかり聞

き取ることでご家族の満足度があがる／『また来たい』と思ってもらえる対応をすることで面会回数が増

える

➣ﾕﾆｯﾄ内の情報を確実に周知させる

➣美味しく食事をとるには口腔内の環境を知る／口腔ｹｱで誤嚥性肺炎の予防ができる

➣美味しく、自ら食べて飲む環境をつくる

➣ご入居者のできることを奪わない環境づくり

➣ご入居者、ｽﾀｯﾌの負担軽減となり安心したｹｱができる

➣ｽﾀｯﾌの無駄な動きが減る

➣ﾕﾆｯﾄｽﾀｯﾌとこまめにｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとり話しやすい雰囲気をつくる

■いちょうﾕﾆｯﾄ（特養）

➣ｽﾀｯﾌひとりひとりが日常生活全般において、当たり前のことを当たり前だと感じることができ、当たり前の

ことを丁寧におこなうことで質の高いｻｰﾋﾞｽの提供に繋げる／その上で経営理念を意識した判断を行ない

地域信頼の向上に繋げる

➣ｼｮｰﾄｽﾃｲから特養への転換に伴い、個別ｹｱに対するより深いｹｱの実践／1ﾕﾆｯﾄ10 名の顧客に対してひとり

ひとりの生活習慣や好みに合わせたｹｱを行い､QOL の向上に繋げる

➣ｼｮｰﾄｽﾃｲから特養への転換に伴い、ｽﾀｯﾌひとりひとりの看取りに関する知識の向上＋ｹｱの充実化を図る

➣人材育成の充実化を図る。部署内での勉強会の毎月開催や、研修への派遣に取り組みｽﾀｯﾌひとりひとりの

専門性を向上させる｡ｽﾀｯﾌひとりひとりの長所を生かした役割の設定を行い能力の充実化、責任性の向上

を図る

➣ﾎｰﾑﾍﾟｰｼを活用し施設の暮らし、取り組みを地域に発信していく／ﾎｰﾑの中身の見える化

➣介護看護記録ｼｽﾃﾑ(ﾌﾞﾙｰｵｰｼｬﾝ)の活用や、ｱｸﾃｨﾌﾞｼﾆｱを活用した介護業務の切り分けを行うこ

とで、より質の高いｻｰﾋﾞｽの提供に繋げる

■ひのきﾕﾆｯﾄ（特養）運営計画

➣経営理念を理解し意識することで、ひのきﾕﾆｯﾄに関わる全ての職員が同じ方向に向かって進むことができ

る／判断に迷った際には経営理念に沿って対応する

➣当たり前のことを当たり前に行う

➣ご利用者が、日中退屈な時間を持て余さない

➣業務の仕分け（切り分け）の促進→実行

➣ﾏﾝﾊﾟﾜｰのみ（人）に頼らない介護（働き手の減少への対応と対策）…介護機器

➣全ての職員の基礎的な理解を深め、底上げをする（1 年間の研修計画）

➣居室のしつらえ（共同整容ｽﾍﾟｰｽ以外に個々の整容ｽﾍﾟｰｽを設ける）
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■医務係目標：“最期まで「その方らしく」安心して生活していただけるよう支援してい

きます”

ﾁｬﾚﾝｼﾞ･

ｱｸｼｮﾝ

(1)口腔ｹｱ (2)水分・食事ｹｱ （3）排せつｹｱ （4）認知症ｹｱ

通年 〜誤嚥性をはじめとする

呼吸器感染を予防する〜

■歯科医師との連携

■歯科衛生士からの指導、

歯科衛生士への相談(毎

月)

■口腔内の十分なｱｾｽﾒﾝﾄ

に基づいた適切な口腔ｹ

ｱ方法の選択

■嘱託医との連携

■水分摂取の効果の

実証、運動機能の

変化の把握等によ

り、負担軽減につ

なげる

■嘱託医との連携

■排せつの自立とい

う視点で排泄ｹｱを

検討

■ﾁｰﾑでの調整

■排せつｹｱを改善す

ることで何が起こ

るかの見通しを示

す

■嘱託医との連携

■苦痛緩和や意思決

定の尊厳を保持し

たｹｱをﾁｰﾑで提供

4 月 ■排せつ支援加算に

向けた取組

5 月 ■認知症の基礎知識

に関する勉強会

10 月 ■歯科医師による検診

ﾁｬﾚﾝ

ｼﾞ･

ｱｸｼｮﾝ

(5)機能訓練・生活ﾘﾊ

ﾋﾞﾘ(歩行含む)・介護

予防・健康づくり

(6)床ずれｹｱ (7)看取りｹｱ (10)連携・共生・

貢献

通年 ■ご入居者・ご利用者一人

ひとりに合わせた機能

訓練計画書に基づき、

自立支援の視点で介助

提案・指導等の実施

■ｸﾞﾘｰﾝの音楽会・ﾎﾞｲｽﾄﾚ

ｰﾆﾝｸﾞ、生活ﾘﾊﾋﾞﾘ

■嘱託医との連携

■褥瘡発生予測のた

めのﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄの

定期実施(ｽｹｰﾙ使

用)

■定期的なｱｾｽﾒﾝﾄ

(過程の評価・ｹｱの

見直しに反映)

■嘱託医との連携

■QOL(生活の質)と

SOL(生命の尊厳)

の双方の尊重

■多職種によるﾁｰﾑｱ

ﾌﾟﾛｰﾁの実践

■偲びのｶﾝﾌｧﾚﾝｽを

行い、ｽﾀｯﾌの精神

的負担軽減を図る

／以降の看取りｹｱ

に活かす

■共通の目標に向か

ってそれぞれの専

門性を発揮できる

ような体制づくり

4 月 ■褥瘡ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ加算の

算定に向けた取組

6 月 ■普通救急救命講習

9 月 ■感染症の防止・ま

ん延防止に関する

勉強会

11 月 ■ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種

※入居者健康診断(4月)、感染症対策委員会（原則毎月）
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■調理栄養部門目標：“ｽﾄｯﾌﾟ･ﾌﾚｲﾙ 健康で長生きをめざして”

■取 組：

ﾁｬﾚﾝｼﾞ･

ｱｸｼｮﾝ

(1)口腔ｹｱ (2)水分・食事ｹｱ （3）排せつｹｱ

通年 〜おいしく食べていただくため

に〜

■口腔内・嚥下状態・義歯の状

態等の観察

■多職種連携で口腔機能の把

握に努める

■「口から食べること」の維持・

継続を目指す(適切な食事形

態の提供等)

■歯科衛生士からの口腔状態

の伝達・指導、歯科衛生士へ

の相談(毎月)

〜低栄養予防・ﾌﾚｲﾙ予防・認知症予

防の視点から、十分な水分・食事

摂取を目指す〜

■個人に合わせた食事内容の模索

■「おいしい・楽しい」と感じれるよ

うな料理・企画を提案

■ﾐｰﾙﾗｳﾝﾄﾞの実施

■栄養ｹｱ・ﾏﾒｼﾞﾒﾝﾄの実施

■給食会議、食中毒の防止・まん延

防止等委員会の開催(毎月)

■食事内容の工夫

■水分摂取量の把握

■できるだけ下剤に頼ら

ない、排便ｺﾝﾄﾛｰﾙ・ｻﾎﾟｰ

ﾄ

4 月 ■栄養士の増員

5 月 ■食中毒の防止・まん延防止等の

勉強会の開催(於：給食会議内)

ﾁｬﾚﾝｼﾞ･

ｱｸｼｮﾝ

(5)機能訓練・生活ﾘﾊﾋﾞﾘ

(歩行含む)・介護予防・

健康づくり

(6)床ずれｹｱ (16)中身の見える化

通年 ■食具・提供方法の提案によ

り、食事動作の自立を図る

■健康寿命の延伸に向けて、地

域を支える専門職として貢献

する(健康相談)

〜栄養状態の低下を早期に捉える

〜

■栄養ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ・ｱｾｽﾒﾝﾄの実施

■多職種・ﾁｰﾑｹｱで褥瘡予防・悪化

防止・改善を図る

〜よりよいﾁｰﾑｹｱを実行す

る〜

■状況・情報の可視化を図

る(ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ票、食種一

覧、食事箋等による情報

共有)

※害虫駆除(5月・ 11 月)、非常災害用備蓄品更新(4月・ 9月)、給食施設運営状況報告書提出

(11 月)、食中毒対策委員会（原則毎月）
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特別養護老人ﾎｰﾑ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 短期入所生活介護事業所 【第二種社会福祉事業】

■目 標：“自分で考え・自分で行動し・自分から変える。変わる。『お客様にどのような

付加価値を提供できるのか！？』”

■取 組：

ﾁｬﾚﾝ

ｼﾞ･

ｱｸｼｮﾝ

(15)人材育成・活用 (14)ICT（情報通信技術）ﾛ

ﾎﾞｯﾄ・機器（ﾉｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞｹｱ

を含む）

(16)中身の見える化

通年 ■5S 活動の徹底

■業務の仕分け、切り分け

・高年齢者、障がい者、外

国人材、短時間勤務者等・

ﾍﾞｯﾄﾞﾒｲｸ、清掃、物品補

充、簡単な介護業務等を

分担

■勉強会の開催・研修受講

(人事考課目標設定等の

個々の希望を踏まえる)

■介護記録ｼｽﾃﾑによる記録時

間の削減・ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化（介護ｿﾌ

ﾄの活用とｼｽﾃﾑの更なる進化

を業者側に提案）

■抱えない介護（ﾉｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ）に

よるｹｶﾞ等のﾘｽｸ低減（非装着

型移乗支援ﾛﾎﾞｯﾄの利活用・

新たな見守り支援ﾛﾎﾞｯﾄ等の

利活用）

■ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（週間１記事以上を

目指す）

■暮らしの様子、睡眠ﾚﾎﾟｰﾄの

発信等

4 月 ■DFree 導入(目標：ﾜﾝﾃﾞﾊﾞｲｽ

化)、利活用、研究

■眠りSCANのﾜﾝﾃﾞﾊﾞｲｽ化、研

究

7 月 ■研究大会等での先進的事例

取組報告

1 月 ■SASUKE(非装着型移乗支

援ﾛﾎﾞｯﾄ)導入、利活用、研究

■Neos+Care(見守り支援ﾛﾎﾞ

ｯﾄ)導入、利活用、研究

【かえでﾕﾆｯﾄの取り組み（ﾕﾆｯﾄ運営計画の「ﾀｰｹﾞｯﾄ（ねらい）」欄を記載しています／取組の詳細は

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ又はﾕﾆｯﾄ玄関設置の冊子をご覧ください）

➣ﾕﾆｯﾄｹｱや法人理念を理解するため社会人としてのあり方を勉強し規律性を向上させる

➣在宅生活の維持継続のため機能訓練、生活ﾘﾊﾋﾞﾘを勉強し取り入れる

➣認知症ｹｱを行うために病型分類質問票 DDQ43 を使用し状態に合わせた介護を行う

➣見守り支援ﾛﾎﾞｯﾄ(眠りSCAN)と排せつ予測ﾃﾞﾊﾞｲｽ(DFree)を活用し、夜間の排せつ状況と眠

りの様子を見える化し個人に合った排せつ介助を行う

➣持ち込みの荷物が整理しやすいようにﾊﾝｶﾞｰﾗｯｸを購入し使用する

➣ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ【介護看護記録ｼｽﾃﾑ(ﾌﾞﾙｰｵｰｼｬﾝ)､見守り支援ﾛﾎﾞｯﾄ(眠り SCAN)、排泄予測ﾃﾞﾊﾞｲｽ

(D-Free)等】を活用することで働き手の減少へ対応する



鈴鹿福祉会 令和 2 年度(2020 年度)事業計画 15

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 【第二種社会福祉事業】

■目 標： “Smart Work(ｽﾏｰﾄﾜｰｸ) ”と“ｻｰﾋﾞｽの質向上”の両立を図る

■取 組：

➣はじめに

鈴鹿市においては、今後20年、2040年に向かって、75歳以上人口が急増(約9,200人

増)する一方で、生産年齢人口は急減(約 24,000 人減)すると予測されています。(「鈴鹿市人

口ﾋﾞｼﾞｮﾝ」を参考)

当鈴鹿市西部地域は、既に 65 歳以上割合が非常に高い地域であり、市全域よりもいち早く

そのような状況になると考えられます。鈴鹿市西部地域の中のある地区においては既に日中の

介護者、支え手の空洞化といった課題も生じてきています。

可能な限り希望する地域で暮らし続けることを目指す地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ及び共生社会の実現

に加え、令和元年 6 月に公表された『認知症施策推進大綱』においては、「認知症になったとし

ても住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられる共生を目指し、認知症ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの取り組みを

進めていくと共に、共生の基盤の下、通いの場の拡大など予防の取り組みを進めていく」という

方針が打ち出されており、居宅ｻｰﾋﾞｽにおいては、「在宅での暮らしの継続」｢在宅における生活

の限界点をあげること｣が大きな課題となっています。

高齢者に関する全体の傾向を見てみると、

★高齢者のみの世帯、高齢者１人暮らしの世帯がさらに増加していく。

★男性よりも女性の方が長生き。

といった状況やﾃﾞｰﾀ等から、その後の標準的な経過予測が示されています。

●男性は、脳血管疾患等により、介護・支援が必要な状態に。

→機能訓練の必要性。予防の観点も必要。血管性認知症のﾘｽｸも。

●長生きされる方は認知症に。

→認知症ｹｱ(発症防止・進行防止)、社会参加・活動の必要性。

●女性は、膝痛・腰痛などをもっている方が多い。(痛みを原因とする活動低下等のﾘｽｸ)

●女性は、夫を亡くしてからは１人暮らしとなるので、今まで行ってきた家事行為をどの

ように維持するかが課題。→機能訓練の必要性。

長生きされ、１人暮らしであるために認知症【特にｱﾙﾂﾊｲﾏｰ型】のﾘｽｸも。

→認知症ｹｱ(発症防止・進行防止)、社会参加・活動の必要性。

以上に加え、生活習慣の改善も含めた予防、支援も必要になります。これらのﾆｰｽﾞを満たす

ため、今年度については、以下の取り組みを進めていきます。

➣取組の方向性

➀ 働き手減少への対策

➁ 利用者・家族ﾆｰｽﾞへの対応

➣主な施策 ～"ﾃﾞｼﾞﾀﾙ"を駆使し、「予防・健康づくり分野」(と「AI 分野」)で先進性を持つ～

➀ ｱﾌﾟﾘの利活用（検討を含みます）【新規】

●まずは体力測定【TUG ・片足立位等】に使用
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●自動測定、自動記録により働き方改革を推進

●得られたﾃﾞｰﾀを見える化(出力)

以降…●現在ﾊﾟｿｺﾝで集計しているBarthel Index の評価に使用

➁ Blue Ocean介護看護記録ｼｽﾃﾑ等の利活用【継続】

●記録業務の効率化

●Wifi 環境を活用した事務作業

●事務担当職員の配置

●NAS(ﾈｯﾄﾜｰｸ接続ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ（Network Attached Storage）)を活用したﾃﾞｰﾀ共有

➂ ｲﾝｶﾑの利活用によるﾘｱﾙﾀｲﾑでの情報伝達・情報共有【継続】

●一斉送受信により、情報を効率的に共有

➃ HURﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾏｼﾝ"Smart Touch"の利活用【継続／新規】

●自動記録により働き方改革をｻﾎﾟｰﾄ

●得られたﾃﾞｰﾀ､ﾄﾚｰﾝﾆﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄを見える化(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ)

ﾁｬﾚﾝ

ｼﾞ･

ｱｸｼｮﾝ

通 年

(4)

認知症ｹｱ

■認知症加算の算定

■認知症介護実践者研修

の受講

■科学的根拠(ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ)に

基づいた認知症ｹｱの実

践

■脳ﾄﾚ･ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨの実施

■音楽を楽しむ会の実施

(毎週)

(14)

ICT(情報通信

技術)・ﾛﾎﾞｯﾄ・機

器(ﾉｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞｹｱ

を含む)

(15)

人材育成・

活用

(16)

中身の見える化

(1)

口腔ｹｱ

■口腔機能向上加算の算定

■歯科衛生士から指導・助

言を受ける(毎月)

■ﾎﾞｲｽﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ(毎月第 4

金曜日)等

■介護看護記録ｼｽﾃﾑ・機器・HURｽﾏ

ｰﾄﾀｯﾁｼｽﾃﾑ・各ﾃﾞﾊﾞｲｽ・ｱﾌﾟﾘ等を

使いこなす

■抱えない介護(ﾉｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ･ｹｱ)に

よるけが・ﾐｽ等の減少…自立支援

介護の実践、機器等の利活用

■工夫して新たな活用方法を見出

す

■同業・他業を問わず、様々な方々

との意見交換の実施

■左記項目及び

日々のｹｱ等をﾎ

ｰﾑﾍﾟｰｼﾞやﾆｭｰｽ

ﾚﾀｰ等により発

信【ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞへ

の取組掲載(毎

月5記事以上)

NewsLetter の

発行(毎月)】

■ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等の受

け入れ、地域交

流の推進

■HURﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾚ

ﾎﾟｰﾄ等(R2 新

規)

■ Barthel Index

による評価(継

続)

(2)

水分・栄養

ｹｱ

■体重測定

■栄養ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ加算の算定

(5)

機能訓練・

生活ﾘﾊﾋﾞﾘ

(歩行含

む)・介護

予防・健康

づくり

■個別機能訓練加算Ⅰ・Ⅱ

の算定

■運動器機能向上加算の

算定

■ADL 維持等加算の算定

■体力測定（ｱﾌﾟﾘ等の利活

用を含みます。）

■ﾊﾞｰｾﾙｲﾝﾃﾞｯｸｽやｱﾌﾟﾘ等

による評価(毎月・3 ヶ月

毎)

■介護看護記録ｼｽﾃ

ﾑ(R1～継続)：ﾍﾟｰ

ﾊﾟﾚｽ、記録時間の

削減、二度手間の

削減、蓄積された

ﾃﾞｰﾀをｹｱや会議で

活用する

■介護業務

の 分 担 化

の促進(ﾊﾟ

ｰﾄﾀｲﾑ職員

の雇用)

■毎週水曜

日ﾉ ｰ残業
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■事例・研究報告■音楽を楽しむ会の実施

(毎週)

■ｲﾝｶﾑの使用(R1

～継続／常時)

■Moffﾊﾞﾝﾄﾞの利

活用(R2 新規／

体力測定時)

■負担の少ない介

護の実践

ﾃﾞｰの啓発

活 動 ( 月

末・月初を

除く)

■介護、看護、機能訓練、認知症ｹｱの提供

→ﾃﾞｰﾀの分析→成果につなげる

(8)

ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

■ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛｾｽの徹底

■ICF の活動・参加領域を

意識したﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ

■勉強会の開催・研修会の全職員受講

■Eﾒｰﾙ等の一斉配信機能の活用した(情報伝達・共有、ﾒﾙﾏｶﾞ等の配信(R2 新規

／定期))

年2

回以

上

■消防訓練

■福祉避難所運営訓練

■消防用設備等法定点検

6 月 ■人事考課＋

ｽﾀｯﾌ面談の

実施

7月 ■研究大会等での取組報告

8～

9月

■ｱﾝｹｰﾄの実施

(ご利用者・ご

家族、職員)

11 月 ■ｽﾀｯﾌ目標

設定

■事業所見学会・

家族懇談会

12 月 ■人事考課

＋ｽﾀｯﾌ面

談の実施

2月 ■安全運転ｾ

ﾐﾅｰ ･腰痛

予防ｾﾐﾅｰ

3月 ■事業所評価

※介護の周辺業務を行う職員は、何でも屋さんではない(敬意を払う)。各業務の意味や意義（労働衛生・安

全面も含む）をきちんと伝え、仕事に対しての誇りや、やりがいを感じてもらえるように進めていく。【就

労の継続性に配慮する。】
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在宅介護支援ｾﾝﾀｰ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 居宅介護支援事業所【公益事業】

■目 標：“「いつでも」「どこでも」の拡大

～令和ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｲﾔｰに新しい仕事のｽﾀｲﾙを模索する～”

■取 組：

ﾁｬﾚﾝｼﾞ･

ｱｸｼｮﾝ

(8)ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ (10)連携・共生・貢献

通年 ■利用者へのこまめなﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ活動(毎月)

■介護ｻｰﾋﾞｽ事業所との連携継続

■利用者に対する公平公正な地域の社会資源

や介護ｻｰﾋﾞｽ事業所の情報提供

■ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ相互の連携による地域に対する相

談支援および緊急対応体制の強化

■ﾂｰﾙを使用した業務効率化および時間の有効

活用／ﾓﾊﾞｲﾙWifiﾙｰﾀｰを活用した事業所外で

の記録業務の実証実験

■定期運営会議・居宅内研修の継続（毎月）、各

種外部研修会への参加（医療面や障害施策・

地域共生ｻｰﾋﾞｽを含む）、地域ｹｱ会議や西部圏

域合同事例研究会・ｹｱﾌﾟﾗﾝ点検・各種ｹｰｽ検討

会への事例提供など協力推進

■困難ｹｰｽへの対応と、地域とのつながりを意

識した連携推進・強化

■研修内での各担当ｹｰｽの開示及び定期的な相

互担当ｹｰｽへの同行訪問・困難ｹｰｽへの複数の

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰの関与

■介護支援専門員実務者研修の実習生の受け

入れ

■介護支援専門員の増員

■鈴鹿市保健福祉部長寿社会課・鈴鹿亀山地区

広域連合・鈴鹿市西部地域包括支援ｾﾝﾀｰ・地

域の民生児童委員・他事業所との連携

■地域の中の各種社会資源の情報収集及び連

携強化

■医療機関・医師会・歯科医師会・各ｻｰﾋﾞｽ事業

所等との連携

■地域内の他居宅介護支援事業所との連携

■車椅子等の無料貸し出し事業の継続

■徘徊高齢者等の安心ﾈｯﾄﾜｰｸ活動への協力

■認知症啓発活動への取り組み(認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝ

ﾒｲﾄ連絡協議会・研修会等への参加地域の各

種団体の求めに応じ、無償で認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養

成講座の開催（必要に応じ鈴鹿市もしくは地

域包括支援ｾﾝﾀｰとともに合同開催／ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒ

ｲﾄﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ連絡会への出席)

■利用者に有用・必要な情報の発信(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、

法改正や架空請求・ﾘｺｰﾙ・防災などの情報提

供・注意喚起、研修参加の報告、他部署も含

めた法人内の行事、季節の話題の発信

■介護予防普及啓発事業と連動したﾊｲﾘｽｸ高齢

者へのｱﾌﾟﾛｰﾁ

■担当職員の補充による体制の維持

6月 ■介護保険負担限度

額認定の更新・確認

■介護保険負担割合

証の更新・確認

■食中毒･熱中症注意

喚起7月

8月

9月 ■前期特定事業所集

中減算ﾁｪｯｸ

11 月

～1月

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ･ﾉﾛｳｲﾙｽ等感

染症注意喚起



鈴鹿福祉会 令和 2 年度(2020 年度)事業計画 19

2月 ■後期特定事業所集

中減算ﾁｪｯｸ

3月 ■事業所評価

ﾁｬﾚﾝｼﾞ･

ｱｸｼｮﾝ

(14)ICT(情報通

信技術)・ﾛﾎﾞｯﾄ・

機器(ﾉｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞｹ

ｱを含む)

(15)人材育成・活用 (16)中身の見える

化

通年 ■音声入力ｿﾌﾄやｱﾌﾟﾘ

等の活用

■ﾜｲｽﾞﾏﾝ導入による

業務効率化と負担

の軽減、時間外勤務

の適正化と余暇の

充実

■在宅ﾜｰｸや事業所外

ﾜｰｸの実証実験

■AIｹｱﾌﾟﾗﾝの活用に

向けた情報収集

■ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙの取り組

みによる笑顔を意識

した対応

■事業所内研修

■同行訪問

■研修、勉強会の受講

■三重県介護支援専門員協会への加入(1 名）

■西部圏域合同事例研究会・ｹｱﾌﾟﾗﾝ点検・外部

研修への適宜参加

■各ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰから参加希望する外部研修情報を

収集（研修参加については法人内への報告回

覧とともに、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる報告）

■介護支援専門員事務者研修対象者の受入れ

■介護保険制度や利

用の仕組み等（消費

増税も含む）の周知

徹底と利用者・家族

への説明

■鈴鹿市の日常生活

支援総合事業（地域

包括ｹｱｼｽﾃﾑ）の周知

徹底と利用者・家族

への説明

■ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による

情報発信

6月 ■人事考課＋ｽﾀｯﾌ面談の実施

11 月 ■ｽﾀｯﾌ目標設定

12月 ■人事考課＋ｽﾀｯﾌ面談の実施
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在宅介護支援ｾﾝﾀｰ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 【第二種社会福祉事業】

■目 標：“地域支援事業における介護予防普及啓発事業の実施”

“高齢者見守り体制整備業務の実施”

■取 組：

ﾁｬﾚﾝｼﾞ･

ｱｸｼｮﾝ

(5)機能訓練・生活ﾘﾊﾋﾞﾘ(歩行

含む)・介護予防・健康づくり

(10)連携・共生・貢献 (16)中身の見える化

通年 ■【鈴鹿市委託事業】

鈴鹿市介護予防普及啓発

事業の受託

➀音楽を楽しむ会・運動ｸﾗﾌﾞ

NEXT（毎週火曜日）

➁ｲﾍﾞﾝﾄ等の生きがい活動な

ど（年に数回程度）

➂出張音楽会の地域開催（関

係機関の求めに応じ開催、

各地域包括支援ｾﾝﾀｰとの連

携・合同実施の検討）

■【鈴鹿市委託事業】

鈴鹿市高齢者見守り体制整備事

業業務受託(鈴鹿市内に居住する

高齢者で、介護・保健福祉等の専

門職による継続的な見守り等の支

援を必要とする方が、自立した生

活を送れるよう 365 日 24 時間

の見守り体制を整備する)

■福祉用具の無料貸し出し等事業の

継続

法人独自の取り組みとして、介護

度や利用しているｻｰﾋﾞｽの状況に

変わりなくどなたに対しても、通

院や買い物・旅行などの必要に応

じ、法人が所有する車椅子及びそ

の他の福祉用具を無料で貸し出し

ます。

➀ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ（貸し出し専用品２点）

➁車椅子（貸し出し専用品３台）

➂ｼｬﾜｰﾁｪｱ（貸し出し専用品１点）

➃その他歩行器や杖など法人所有の

福祉用具にて業務に支障のない範

囲で必要に応じ貸与

■地域会合時における説

明やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による

理解促進、情報発信

■行政等に対する事業

内容の発信

太陽光発電売電事業 【収益事業】

■目 標：“適切な管理運営を行う”

■取 組：

ﾁｬﾚﾝｼﾞ･

ｱｸｼｮﾝ

運営管理 収支管理 収支報告

通年 ■適切な維持管理 ■外部会計監査機関のﾁｪｯｸ

■月次管理

■理事会、評議員会における

定期報告

■関係機関への報告等
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令和 2年度(2020年度)

社会福祉法人 鈴鹿福祉会 研修計画書
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～ 研 修 計 画 ～

１ はじめに

➣2019年 3 月に厚生労働省より公表された『より良い職場・ｻｰﾋﾞｽのために今日からできること

(業務改善の手引き)』には、

「近い将来、高齢化社会のﾋﾟｰｸを迎え、介護ﾆｰｽﾞの急増と多様化に対応する必要がある一方、人

口減少社会の到来で生産年齢の介護人材の確保が困難となる.このような状況においても、介

護の質を確保し、向上させていくことが、介護現場が直面することになる課題である」とされて

おり、この課題に対応するため、

➀介護職員の処遇改善

➁多様な人材の確保・育成

➂離職防止・定着促進

➃介護職の魅力向上 など様々な方向から対策することが必要とされています

介護ｻｰﾋﾞｽにおける業務改善の捉え方については、

上位目的を「介護ｻｰﾋﾞｽの質の向上」とし、業務改善に取り組む意義は、人材育成とﾁｰﾑｹｱの質の

向上、そして情報共有の効率化であると考えます.この 3 つの意義に資する取組を通して、楽し

い職場・働きやすい職場を実現し、そこで働く人のﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝを向上することで、人材の定着・確

保へつなげることを目指します と説明されています

➣また、2018年12月25日に発表された株式会社ﾘｸﾙｰﾄｷｬﾘｱが行なった「HELPMAN JAPAN

介護ｻｰﾋﾞｽ業で働く人の満足度調査」においては、

●仕事に満足している介護従事者は、79.7%が勤続意向ありと回答

●ﾛﾎﾞｯﾄやＩＴの導入が進んでいる施設で働いていると、仕事に対する満足度は高くなる

●新人研修など「技術・ｽｷﾙ研修」と、ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ研修など「技術・ｽｷﾙ以外の研修」の両方受講者の

勤続意向は、両方未受講者より27.2ﾎﾟｲﾝﾄ高い との調査結果が示されました

➣そこで、令和2年度（2020年）度の研修計画においては、特に次の３つのﾎﾟｲﾝﾄを踏まえて策定

することとします

●ﾎﾟｲﾝﾄ①:「技術・ｽｷﾙ研修」と「技術・ｽｷﾙ以外の研修」を上手く組み合わせて受講する

●ﾎﾟｲﾝﾄ②:ﾛﾎﾞｯﾄやＩＣＴ、（介護）機器などのﾃｸﾉﾛｼﾞｰに関する研修会にも積極的に受講する

●ﾎﾟｲﾝﾄ③:階層別に受講が必要だと考えられる研修、或いは職員個々に受講を希望する研修に
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ついて、人事考課ｼｰﾄの目標管理欄の設定状況等を踏まえて､研修派遣者を検討し

ます

２ 研修の目的

➣ご入居者・ご利用者の望む暮らしの実現のために、職員一人ひとりが介護・福祉力の向上を図る

とともに、令和の時代の介護・福祉の実践者・普及者として、創造性の高い介護現場の実現を目

指すことを目的とします

３ 育成方針

➣「まなぶ風土」の醸成と「互いに努力を認め合える文化」の構築により、「働きがいのある魅力的

な職場」形成と「豊かな人材」の育成を図ります

≪“受動的な学び”から、“積極的な学び(実践・普及)”への展開方法≫

４ 計画内容

➣事業所「内」研修（事業所外研修を活用することもあります）

（1） 基礎的な事項や社会情勢・介護・福祉の方向性等を学ぶことを目的として開催（事業所外研

修の場合は受講）します

（２） 各部署の専門業務に係る研修を行うことにより、業務改善につなげることを目的として開催

します

(3) ﾍﾟｰﾊﾟｰによる資料提供やＷｅｂ等を活用する場合もあります

受講時期 研修内容等 担 当 対象者

毎月 ■情勢報告・伝達研修➀ ■施設長 ■理事長、常務理事、

■幹部会議出席職員

■月例会出席職員

■情勢報告・伝達研修➁ ■施設長 ■業務改善会議出席職

員

■情勢報告・伝達研修➂ ■施設長 ■各部署会議出席職員
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■口腔ｹｱに関する研修会 ■協力歯科医師又は

外部歯科衛生士

■特養係、在介係職員、

管理栄養士等

年2 回以上 ■利用者の尊厳保持（権利擁

護・高齢者虐待防止・身体拘

束適正化等）に関する研修

【事例検討を含みます】

■施設長・ﾌﾛｱﾘｰﾀﾞｰ・

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ（又は事

業所内外研修の活

用）

■特養係・医務係・在介

係ｹｱﾜｰｶｰ

■目標管理 ■理事長、理事、監

事、評議員、施設

長、主任以上の役

職者

■全部署正規職員

■人事考課 ■全部署正規職員

年 1回以上 ■喀痰吸引等の実施に関する

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修(普通救急救

命講習会)

■医務係看護職員 ■喀痰吸引等研修修了

者・認定特定行為業

務従事者認定者等

■高齢者医療・感染症防止・看

取りに関する研修

■医務係看護職員

（又は事業所外研

修の活用）

■看護職員・特養係ｹｱﾜ

ｰｶｰ・特養係介護支援

専門員等

■安全運転管理講習会

■腰痛予防等に関る研修会

■安全運転管理者

(外部講師の活用)

■衛生管理者

■全部署職員

■認知症ｹｱの向上に資する研

修会

■施設長（又は事業

所外研修の活用）

■特養係・医務係・在介

係職員

不定期 ■ＩＣＴ・ﾛﾎﾞｯﾄ・（介護）機器等ﾃ

ｸﾉﾛｼﾞｰに関する勉強会

■担当者(外部講師

の活用)

■利活用部署職員

１２～2 月 ■「みんなでつくろう事業計

画」作成検討会

■施設長 ■事業計画作成担当者

■主任以上の管理職

３月 ■事業所自己評価研修 ■所属長・管理者

■主任以上の管理職

➣事業所「外」研修

（１） 知識・技術・技能の向上及び他法人・他施設・他事業所の職員との情報交換等を目的として、

行政・老人福祉施設協(議)会(全国、県、鈴鹿・亀山ﾌﾞﾛｯｸ)・社会福祉協議会(全国、県、市)・

地域包括支援ｾﾝﾀｰ及び社会福祉施設経営者協議会(全国、県)・日本ﾕﾆｯﾄｹｱ推進ｾﾝﾀｰ等、その

他協議会・団体等が主催する各種領域にかかる研修を受講します

（２） 他事業所等における取り組み・実践事例や社会保障制度全般を含む情勢等について学び、自

法人・事業所における施策・取り組みにつなげることを目的として受講します

受講者による法人・事業所内でのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ、有用な資料回覧をもって不参加者等に対して

の学びにつなげる場合もあります

受講時期 研修内容等 対象者

7 月 16 日～17 日 ■東海･北陸ﾌﾞﾛｯｸ老人福祉施設研究大会

(三重県)

■施設長・各所属長より

推薦された職員
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9 月29 日～30日 ■全国老人福祉施設大会(山形県)

11 月 25 日～２６日 ■全国老人福祉施設研究会議(鹿児島県)

10 月 8 日～9日 ■東海北陸ﾌﾞﾛｯｸｶﾝﾄﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ(岐阜県)

前・後期 ■ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ研修 ■特養係職員のうち各所

属長より推薦された職

員、前・後期各１名程度

開催時 ■認知症介護実践者（ﾘｰﾀﾞｰ・指導者）研修 ■特養係・在介係職員の

うち各所属長より推薦

された職員各１名程度

■介護職員初任者研修 ■特養係職員のうち各所

属長より推薦された職

員若干名(介護職員実

務者研修については手

当支給対象(自己研鑽

としても受講を推奨))

■主任介護支援専門員及び介護支援専門

員に関する研修

■介護支援専門員

その他 ■喀痰吸引等に関する研修 ■特養係ｹｱﾜｰｶｰ

通年 ■ＩＣＴ・ﾛﾎﾞｯﾄ・機器等のﾃｸﾉﾛｼﾞｰに関する

研修／人材（確保・育成・定着・活用）に関

する研修／権利擁護等に関する研修／

認知症ｹｱ・看取り等に関する研修／その

他医療・介護の知識・技術の向上に関す

る研修／接遇ﾏﾅｰに関する研修／職能別

研修／広報に関する研修など受講すべ

きと考えられる研修

■職務・階層毎に得てお

くべきｽｷﾙや各自の目

標設定・希望を考慮し

て選定された職員

（目標：法人全体で年

50回以上派遣）

■ﾕﾆｯﾄｹｱのﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに関する研修 ■ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ研修未受講

のｹｱﾜｰｶｰ等

➣新任職員研修（採用時及び採用後）

社会福祉法人 鈴鹿福祉会の職員となる第一歩として、社会人としての規範や介護保険制度（介

護ｻｰﾋﾞｽを含みます）、法人のルール（規則）等について学ぶことを目的とします


